様式２
学校名（丹波市立神楽小学校）

	実施日：10月26日（６校時）

	領　域：総合的な学習の時間

	取組名：悩みの聴き方レッスン
（資料「悩みの聴き方レッスン」（NPO法人ゲートキーパー支援センター）

	対　象：５年生　６年生
	実施場所：ミーティングルーム

	ア　ねらい

　　　友だちのサインに気づき、声をかけ、ゆっくりと話を聴く方法を学び、気持ちに寄り添う大切
さを知る。　

	イ　指導内容（指導略案）や取組の概要

· 講師より講演を聞く。
　　　　レッスン１「分かれ道」
　　　　レッスン２「悩みを聴いてみよう」
　　　　レッスン３「悩みのサイン」
　　　　レッスン４「みんなのメッセージ」
　　　　レッスン５「自分を大切に」

· 事例に沿って、悩んでいる友だちや家族の気持ち、声のかけ方、話の聴き方について考えたり、
　　練習したりする。
・　保護者にも考えてもらい、子どもが辛い思いをしているとき家族がどのように心配しているか、気持ちを発表してもらう。

	ウ　連携先：NPO法人ゲートキーパー支援センター　保護者　PTA役員　
児童養護施設（施設指導員等）

	エ　連携にむけての取組
· 講師に本校の人権教育のねらいを伝え、共通理解する。
· PTAが主体となって動くことで人権問題を意識するとともに、課題に対する共通理解を図った。

	オ　組織的な取組とその点検・評価を行ううえでの工夫点

　・　人権参観日に全クラス一斉に人権教育の授業を保護者に公開後、講演を開くことで、人権課題に目を向け、話を聴くことができる。
　・　講演会に参加されなかった保護者へも趣旨やねらいを伝える。
・　子どもの話をゆっくりと聴く時間の大切さを伝え、家庭や地域でも取り組んでもらえるように呼びかける。

	カ　評価の方法

· 学習の振り返り　・　日々の友だちとの関わり方

	キ　成果

· 保護者自身が普段の子どもへの接し方を振り返る機会となった。
　・　話の聴き方や声のかけ方について保護者にも考えて発表してもらうことができた。友だち同士だけでなく保護者の考えも共有することができた。

	ク　課題
　　学びをどう生活につなげていくかが大きな課題である。今回は、振り返りをより具体的に考えられるよう、「気づいたこと」、「分かったこと」、「考えたこと」、「生活に活かしていきたいこと」を振り返らせ、教職員で共通理解して児童に意識させた。さらに取組を継続し、それをもとにして、学級でも発達段階に応じためあてを持たせて、目に見える評価をすることにも取り組んでいく。　


